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萬
鐵
五
郎《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》よ
り
み
る
南
画
表
現

中　

島　

小　

巻

は
じ
め
に

　

萬
鐵
五
郎
（
一
一
八
五
〜
一
九
二
七
）
は
、
個
性
的
な
画
家
が
多
く
輩
出
さ
れ
た

大
正
期
の
日
本
美
術
界
に
お
い
て
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
な
ど
の
西
洋
の
近
代
美
術
を
受
容

し
た
前
衛
的
な
絵
画
表
現
で
一
際
目
を
引
く
存
在
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
南
画
（
文

人
画
）
と
い
う
東
洋
の
風
土
に
根
差
し
た
絵
画
表
現
を
追
求
し
、
独
自
の
芸
術
を
模

索
し
た
画
家
で
あ
る
。
萬
が
最
も
南
画
表
現
に
依
拠
し
た
時
期
は
、《
日
傘
の
ひ
と
》

（
一
九
二
二
）【
図
1
】
な
ど
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
頃
で
あ
り
、
南
画
論
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
造
形
的
、
理
論
的
に
も
南
画
研
究
に

尽
力
し
て
い
た
。
萬
に
限
ら
ず
、
油
彩
画
と
い
う
西
洋
の
技
法
と
南
画
の
絵
画
表
現

を
融
合
す
る
こ
と
で
、
東
洋
的
な
油
彩
画
の
発
展
に
寄
与
し
た
洋
画
家
は
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
日
本
近
代
美
術
史
に
お
い
て
、「
東
洋
回
帰
」

の
一
言
に
終
着
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
日
本
美
術
史
を
大
ま
か
に
展
望
す
る
上
で
は
、

一
言
の
解
釈
で
問
題
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
個
々
の
画
家
研
究
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
大
雑
把
な
把
握
に
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
で
、
画
家
の
独
自
性
が
形
骸
化
さ

れ
、
作
品
理
解
を
一
律
化
さ
せ
る
事
態
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
萬
の
南
画
へ
の
高
揚
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
制
作
の
作
品
《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》【
図
2
】
を
め
ぐ
っ
て
、

萬
の
南
画
表
現
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
同
時
に
、《
木
の
間
よ
り
の
風
景
》（
一
九

一
八
）【
図
3
】《
木
の
間
風
景
》（
一
九
一
八
）【
図
4
】
と
い
う
木
の
間
シ
リ
ー
ズ

の
連
作
か
ら
、
独
自
の
芸
術
を
確
立
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
萬
の
痕
跡
を
追
い
た

い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
郷
里
土
沢
（
現
在
の
岩
手
県
東
和
町
土
沢
）
の
風
景
を
画

題
と
し
、
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
の
な
か
郷
里
に
新
た
な
制
作
展
開
を
求
め
描
い

た
作
品
で
あ
り
、
萬
の
画
業
の
転
換
期
を
指
し
示
す
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
。
ま
た

最
後
に
、
西
洋
の
前
衛
的
な
絵
画
表
現
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、
萬
の
画
業
に
根
深

く
存
在
し
て
い
た
南
画
や
東
洋
絵
画
へ
の
関
心
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
元
に
ま
と

め
検
証
し
た
い
。

一
、
画
業
の
変
遷

東
京
時
代
（
一
九
〇
四
〜
一
九
一
四
）

　

萬
は
、
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
、
岩
手
県
和
賀
郡
十
二
鐙
村
（
後
の
土
沢
町
）

の
商
屋
に
生
ま
れ
る
。
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
、
上
京
し
、
早
稲
田
中
学
在
学

中
に
、
白
馬
会
第
二
研
究
所
で
素
描
を
学
ん
だ
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
臨

済
宗
円
覚
寺
派
の
宗
活
禅
師
に
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
渡
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
美
術
学
校
で
本
格
的
な
制
作
活
動
に
没
頭
す
る
こ
と
を
試
み
る
が
、
こ
の

年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
に
よ
り
生
活
が
困
難
と
な
り
、数
か
月
で
帰
国
す
る
。

翌
年
、
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に
入
学
す
る
。
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、
東
京

美
術
学
校
の
卒
業
制
作
に
《
裸
体
美
人
》
を
提
出
す
る
。
本
作
品
は
、
萬
が
「
ゴ
ッ

ホ
や
マ
チ
ス
の
感
化
の
あ
る
も
の
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
後
期
印
象
派
や
フ
ォ

ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

土
沢
時
代
（
一
九
一
四
〜
一
九
一
九
）

　

大
正
三
〜
五
（
一
九
一
四
〜
一
九
一
六
）
年
、
帰
郷
し
、
茶
褐
色
を
主
と
し
た
土
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沢
の
風
景
を
題
材
と
す
る
制
作
を
行
う
。
そ
し
て
、
大
正
五
年
一
月
に
は
、
再
び
上

京
し
、郷
里
の
題
を
取
り
上
げ
て
制
作
活
動
を
続
け
る
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、

二
科
展
に
キ
ュ
ビ
ス
ム
を
取
り
入
れ
た
《
も
た
れ
て
立
つ
人
》
を
出
品
す
る
。
本
作

品
は
、日
本
近
代
美
術
に
お
け
る
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
受
容
を
示
す
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

大
正
七
年
に
描
か
れ
た
《
木
の
間
よ
り
の
風
景
》《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
と
い

っ
た
木
の
間
シ
リ
ー
ズ
は
、
主
に
暗
い
褐
色
で
彩
色
さ
れ
、
当
時
、
心
身
と
も
に
衰

弱
し
て
い
た
萬
の
内
面
と
絵
画
表
現
が
同
調
す
る
か
の
よ
う
な
陰
鬱
な
雰
囲
気
の
立

ち
込
め
る
異
質
な
作
品
で
あ
る
。

茅
ヶ
崎
時
代
（
一
九
一
九
〜
一
九
二
七
）

　

神
経
衰
弱
と
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
た
萬
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か
ら
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市
に
療
養
の
た
め
転
居
し
た
。
茅
ヶ
崎
の
温
暖
な
気
候
は
、
萬
の
体
調

を
回
復
へ
と
向
か
わ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
南
画
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
絵
画
へ
の

研
究
心
を
沸
き
立
て
た
。
画
面
は
、
明
る
い
色
彩
を
取
り
戻
し
、
再
び
始
め
ら
れ
た

水
彩
に
よ
る
風
景
画
に
も
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
以
前
の
キ
ュ

ビ
ス
ム
的
な
造
形
表
現
は
、《
ほ
ほ
杖
の
人
》（
一
九
二
六
）
な
ど
の
作
品
に
引
き
続

き
見
ら
れ
、
萬
の
新
た
な
解
釈
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
う
し

た
作
品
は
、
大
正
一
一
年
に
結
成
さ
れ
た
円
鳥
会
に
出
品
さ
れ
た
。
し
か
し
、
推
測

す
る
と
こ
ろ
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
、
長
女
の
病
死
を
き
っ
か
け
に
再
び
体

調
を
崩
し
、
結
核
性
気
管
支
カ
タ
ル
か
ら
肺
炎
を
併
発
、
四
一
年
と
い
う
短
い
生
涯

を
閉
じ
た
。

二
、
木
の
間
シ
リ
ー
ズ

　

一
連
の
「
木
の
間
か
ら
見
え
る
風
景
」
を
題
材
と
し
た
作
品
に
は
郷
里
土
沢
の
街

並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
制
作
年
の
確
定
し
て
い
る
作
品
は
、
画
面
に
署
名
（T

etu 

Y
oRodu

）
と
年
記
（1918

）
の
あ
る
《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
他
の
木
の
間
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
年
も
大
正
七
年
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
萬
は
、
大
正
七
年
に
は
、
既
に
東
京
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の
制
作
に
関
し
て
、
萬
に
直
接
師
事
し
た

原
精
一
（
一
九
〇
八
〜
一
九
八
六
）
も
、「
僕
も
土
沢
の
ほ
う
の
モ
チ
ー
フ
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
れ
で
、
あ
れ
を
も
っ
て
東
京
へ
来
ら
れ
て
、
東
京
で
描
い
て
い
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
あ
そ
こ
ま
で
い
っ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
①。」と
語
っ
て
い
る
。
萬
が
東

京
に
居
な
が
ら
も
、
郷
里
土
沢
へ
思
い
を
募
ら
せ
描
い
た
可
能
性
を
想
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
（
1
）　
《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》　

一
九
一
八
年　

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス　

六
〇
・

八
×
八
〇
・
八
㎝　

右
下
に
署
名
、
年
記
「Tetu YoRodu./1918

」　

岩
手
県
立
博
物

館
所
蔵　
【
図
2
】

　

画
面
に
は
、
両
端
に
下
か
ら
上
へ
う
ね
る
よ
う
な
樹
の
幹
が
描
か
れ
、
中
空
へ
伸

び
た
枝
は
、
湾
曲
さ
せ
ら
れ
ビ
オ
モ
ル
フ
ィ
ッ
ク
な
形
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

樹
木
の
描
き
方
は
、《
か
な
き
り
声
の
風
景
》（
一
九
一
八
）【
図
5
】
に
み
ら
れ
た
不

気
味
な
形
態
で
画
面
を
覆
う
表
現
主
義
的
な
造
形
と
類
似
し
て
お
り
、
萬
の
抽
象
化

へ
の
挑
戦
が
窺
え
る
。

　

樹
木
に
見
ら
れ
る
緩
や
か
な
筆
致
の
一
方
で
、
下
方
中
央
に
は
、
小
高
い
と
こ
ろ

か
ら
俯
瞰
的
に
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
描
か
れ
た
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
な
家
並
み
が
見
え
る
。
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キ
ュ
ビ
ス
ム
的
な
家
並
み
の
造
形
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ブ
ラ
ッ
ク
（Georges Braque

：
一
八
八
二
〜
一
九
六
三
）
の
《
レ
ス
タ
ッ
ク
の
家
》

（
一
九
〇
八
）【
図
6
】
を
想
起
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
予
て
か
ら
の
課
題
で
あ
る

キ
ュ
ビ
ス
ム
の
様
式
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
る②
。
家
屋
の
屋
根
に
は
、
所
々
朱
色
の

鋭
い
線
描
で
彩
色
が
施
さ
れ
、
こ
の
効
果
に
よ
っ
て
作
品
に
引
き
締
ま
っ
た
印
象
を

与
え
る
。

　

本
作
品
は
、
ほ
ぼ
茶
褐
色
で
彩
色
さ
れ
、
鬱
蒼
と
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
ど
こ

か
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
上
に
色
彩
の
積
層
構
造
を

形
成
す
る
油
彩
画
の
技
法
を
用
い
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
景
色
を
濃
淡
の
異
な
っ
た
茶
色

褐
色
で
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に
描
き
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
の
左
右
で
ま
る
で
生
き

物
の
よ
う
に
伸
び
広
が
る
樹
木
の
形
態
な
ど
の
手
法
は
、
主
と
し
て
墨
の
濃
淡
を
基

調
と
す
る
水
墨
画
の
技
法
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
池
大
雅
《
天
産
奇

葩
図
巻
》（
一
七
四
九
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
大
胆
で
自
由
な
筆
使
い
に
よ
る
伸
び
や
か

な
筆
触
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
心
の
闇
を
表
出
す
る
か
に
思
わ

れ
る
浦
上
玉
堂
《
東
雲
篩
雪
図
》（
一
九
世
紀
初
頭
）【
図
7
】
に
お
け
る
暗
鬱
な
印

象
な
ど
も
、本
作
品
と
重
な
る
要
素
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
萬
は
、

「
私
の
履
歴
書
」
の
な
か
で
本
作
品
に
お
け
る
色
彩
に
関
し
て
、「
一
体
自
分
の
制
作

は
色
の
點
か
ら
言
え
ば
始
め
は
非
常
に
明
る
い
鮮
明
な
と
こ
ろ
か
ら
段
々
少
し
ず
つ

暗
く
な
り
、
丁
度
『
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
』
の
時
に
至
っ
て
極
端
に
暗
く
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
又
少
し
ず
つ
明
る
く
な
っ
て
現
在
で
は
か
な
り
明
る
い

処
に
出
て
居
る
の
で
あ
る
③。」
と
回
想
し
て
い
る
。「
始
め
は
非
常
に
鮮
明
な
と
こ
ろ

か
ら
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
想
起
さ
せ
る
の
が
、《
か
な
き
り
声
の
風
景
》
や
《
木
の

間
風
景
》
に
お
け
る
赤
色
と
緑
色
の
補
色
を
使
用
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で

き
る
。
こ
の
時
期
の
萬
は
、
画
面
の
色
彩
効
果
に
お
い
て
も
、
題
材
の
本
質
を
捉
え
、

自
身
の
内
面
に
映
え
る
題
材
に
ふ
さ
わ
し
い
色
彩
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時

期
に
お
け
る
萬
の
色
彩
に
対
す
る
理
解
か
ら
も
萬
の
南
画
の
気
質
が
窺
え
る
。
な
お
、

《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の
色
調
に
関
し
て
は
、当
時
の
日
本
洋
画
家
ら
か
ら
の

影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る④
。
従
っ
て
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
色
面
と
当
時
の
萬
の
精
神

状
態
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、そ
の
可
能
性
は
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
に
し
て
も
、

い
さ
さ
か
早
合
点
で
あ
る
。

　

土
方
定
一
氏
は
、《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

　

こ
の
「
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
風
景
」
は
、
土
沢
の
山
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
展
望
し
た
家
並
、
そ
こ
に
繁
っ
て
い
る
く
る
み

4

4

4

の
樹
か
な
ん
か
な
ん

か
の
立
木
―
そ
う
い
っ
た
郷
里
、
土
沢
の
回
想
で
あ
る
こ
と
は
、
萬
の
郷
里

へ
の
か
な
し
い
回
想
を
思
わ
せ
る
。
回
想
の
な
か
で
郷
里
の
こ
の
風
景
は
、
い

つ
の
間
に
か
浪
漫
主
義
的
に
美
化
さ
れ
造
形
的
に
純
化
さ
れ
、
萬
鐵
五
郎
の

「
自
己
の
中
心
の
な
か
に
自
然
は
置
か
れ
て
」神
秘
を
た
た
え
た
静
謐
な
画
面
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
ぼ
く
は
拝
跪
す
る
よ
う
な
感
ん
じ
を
圧
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
⑤。

　

土
方
氏
が
強
調
す
る
「
自
己
の
中
心
の
な
か
に
自
然
は
置
か
れ
て
」
と
い
う
一
文

こ
そ
、
萬
が
同
調
し
た
南
画
の
性
質
で
あ
る
と
い
え
る
。

　　

南
画
は
東
洋
に
於
い
て
か
な
り
古
く
よ
り
、条
理
あ
る
画
論
を
背
景
と
し
て
、

理
論
と
作
画
と
相
俟
っ
て
発
達
し
て
来
た
唯
一
の
も
の
で
東
洋
画
の
本
流
を
な
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〇

す
も
の
と
観
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
其
の
著
し
き
特
色
と
し
て
挙
ぐ
べ
き
は
、

写
実
を
卑
し
む
事
甚
だ
し
い
点
で
あ
る
。
…
…
実
際
南
画
に
は
、
現
実
に
見
得

る
が
如
き
自
然
は
な
い
が
、
一
層
深
く
人
間
の
心
に
影
響
し
た
処
の
自
然
が
あ

る
の
は
事
実
で
あ
る
。
勿
論
南
画
は
、
決
し
て
自
然
を
蔑
如
す
る
も
の
で
は
な

い
。
寧
ろ
よ
り
深
き
自
然
を
求
め
る
の
で
、
物
質
と
し
て
の
自
然
で
は
な
く
詩

の
韻
律
を
仲
介
と
し
て
、精
神
と
し
て
の
自
然
に
冥
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

よ
り
深
き
自
然
観
照
と
見
る
べ
き
で
あ
る
⑥。

　

筆
者
に
は
、
こ
の
萬
の
捉
え
た
南
画
の
理
解
が
《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の

作
品
に
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
南
画
と
は
、
自
然

を
題
材
と
し
て
見
た
ま
ま
に
写
生
す
る
の
で
は
な
く
、
詩
の
韻
律
を
介
し
な
が
ら
、

精
神
に
映
え
る
自
然
を
感
得
す
る
絵
画
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
心
象
風
景
と
も
呼

べ
る
本
作
品
を
、
土
沢
よ
り
遠
く
離
れ
た
東
京
の
地
で
描
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も

納
得
で
き
よ
う
。

　
（
2
）　
《
木
の
間
よ
り
の
風
景
》　

一
九
一
八
年　

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス　

五
四
・
三

×
四
五
・
五
㎝　

三
重
県
立
美
術
館
所
蔵　
【
図
3
】

　

先
の
《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の
家
並
み
が
俯
瞰
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の

に
対
し
、《
木
の
間
よ
り
の
風
景
》
の
家
並
み
は
、
正
面
に
対
峙
す
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
同
様
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
風
の
家
並
み
か
ら
は
、

キ
ュ
ビ
ス
ム
の
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
家
並
み
の
前
景
に
描
か
れ
た
朱

色
の
も
や
も
や
と
し
た
筆
致
か
ら
は
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
理
論
や
幾
何
学
的
構
造
を
咀

嚼
し
た
上
で
、
何
と
か
新
た
に
深
化
し
よ
う
と
す
る
筆
跡
が
感
じ
取
れ
る
。
対
象
の

大
ま
か
な
形
象
と
茶
褐
色
で
あ
り
な
が
ら
赤
色
と
緑
色
の
色
調
を
保
つ
色
面
は
、《
木

陰
の
村
》（
一
九
一
八
）【
図
8
】
で
見
せ
た
大
胆
な
画
面
構
成
と
原
色
の
色
彩
を
使

用
し
た
作
品
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
乱
立
す
る
木
々
や
生
い
茂

る
草
木
は
、
実
風
景
の
自
然
を
描
き
留
め
、
そ
の
静
謐
な
自
然
の
息
吹
を
表
現
し
よ

う
と
し
た
。
本
作
品
は
、
絵
画
の
造
形
性
と
写
生
的
な
要
素
の
せ
め
ぎ
合
い
に
揺
れ

る
、
萬
の
情
念
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
3
）　
《
木
の
間
風
景
》　

一
九
一
八
年　

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス　

七
三
・
〇
×
九
九
・

七
㎝　

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵　
【
図
4
】

　
《
木
の
間
風
景
》
は
、本
稿
の
作
品
の
な
か
で
最
も
抽
象
的
な
作
品
で
あ
る
。
先
の

二
点
と
同
様
に
、
画
面
両
端
に
生
い
茂
る
樹
木
が
描
か
れ
、
中
央
に
は
朱
色
の
強
調

さ
れ
た
家
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
方
か
ら
上
方
に
か
け
て
、
た
た
み
か
け
る
よ

う
に
次
々
と
突
出
す
る
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
配
置
さ
れ
躍
動
感
が

あ
る
。
色
調
に
お
い
て
は
、
濃
淡
の
異
な
る
朱
色
と
深
緑
色
で
組
み
合
わ
さ
れ
、
キ

ュ
ビ
ス
ム
の
様
式
が
色
濃
く
表
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
品
に
は
、
表
現
主

義
を
代
表
す
る
画
家
ワ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（W

assily K
andinsky

：

一
八
六
六
〜
一
九
四
四
）《
小
さ
な
喜
び
》（
一
九
一
三
）【
図
9
】
か
ら
の
影
響
が
指

摘
さ
れ
て
い
る⑦
。
本
作
品
と
同
時
期
、
萬
は
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
作
品
と
相
似
す

る
《
構
図
》（
一
九
一
四
頃
）【
図
10
】
と
い
う
墨
画
の
作
品
を
制
作
し
た
。《
構
図
》

の
画
面
に
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
線
描
と
共
に
、
墨
の
に
じ
み
を
利
用
し
て
大
小
の
異

な
る
円
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
家
並
み
に
描
か
れ
た
穴
ぼ
こ
は
、《
構
図
》
と

共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
萬
が
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
作
風
を
自
身
の
作
品
に
取
り

入
れ
た
と
い
え
る
。
萬
は
、
本
作
品
に
お
い
て
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
に
加
え
て
、
カ
ン
デ
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一

ィ
ン
ス
キ
ー
ら
の
表
現
主
義
的
絵
画
に
見
ら
れ
る
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
を
用
い
る
こ
と

で
新
た
な
造
形
表
現
の
実
験
を
試
み
て
い
た
。

三
、
南
画
研
究
の
痕
跡

　

萬
が
日
本
画
を
最
初
に
描
い
た
の
は
、明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
頃
の
こ
と
で
、

『
応
翆
先
生
筆　

山
水
画
譜
』と
い
う
粉
本
を
模
写
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
大
正
三
、
四
年
か
ら
は
、《
舟
行
図
》《
雪
景
図
》《
木
立
と
納
屋
図
》
な
ど
積

極
的
に
日
本
画
を
描
い
て
い
る
。
陰
里
鉄
郎
氏
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の

作
品
に
は
「
萬
生
」「
雲
樵
」「
苔
庵
」
等
の
落
款
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、「
雲
樵
」
の
落
款
は
、
中
国
元
代
の
画
家
倪
雲
林
（
一
三
〇
一
〜
一
三
七
四
）
の

「
雲
」
と
池
大
雅
（
一
七
二
三
〜
一
七
七
六
）
の
別
号
九
霞
山
樵
の
「
樵
」
を
取
っ
た

も
の
で
あ
り
、
萬
の
南
画
へ
の
傾
倒
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
鉄
人
画
論
』
を
元
に
、
主
な
萬
の
南
画
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

・「
本
間
氏
の
白
龍
論
及
び
南
画
に
就
い
て
」『
中
央
美
術
』
一
九
二
二
年
四
月
号

・「
玉
堂
琴
士
の
事
及
び
余
談
」『
純
正
美
術
』
一
九
二
二
年
七
月
号

・「
本
間
氏
に
申
す
」『
純
正
美
術
』
一
九
二
二
年
八
月
号

・「
池
翁
雑
感
」『
純
正
美
術
』
一
九
二
二
年
一
一
月
号

・『
谷
文
晁
』
ア
ル
ス
社
、
一
九
二
六
年
九
月

・「
高
陽
山
人
論
」（
遺
稿
）
一
九
二
七
年

　

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
日
本
近
代
美
術
史
は
南
画
を
再
び
評
価
す
る
よ
う

に
な
る
。
日
本
画
の
革
新
に
尽
力
し
て
い
た
当
時
の
日
本
画
家
た
ち
は
、
後
期
印
象

派
な
ど
の
西
洋
の
表
現
に
着
目
す
る
一
方
で
、
南
画
に
目
を
向
け
た
。
そ
し
て
、
西

洋
絵
画
の
非
写
実
的
傾
向
（
＝
表
現
主
義
の
絵
画
）
と
画
家
の
精
神
を
重
視
す
る
と

い
う
南
画
の
特
質
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
画
の
伝
統
を
見
直

そ
う
と
す
る
動
向
は
、日
本
画
界
の
み
な
ら
ず
洋
画
界
で
も
巻
き
起
こ
っ
た
。《
木
の

間
風
景
》
な
ど
の
作
品
か
ら
は
表
現
主
義
的
な
特
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
萬

は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
二
ズ
ム
と
南
画
の
構
図
法
に
共
通
性
を

見
出
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

南
画
の
構
図
は
現
実
の
風
景
を
取
り
扱
わ
ざ
る
事
は
前
に
も
言
い
ま
し
た
が
、

そ
の
底
に
は
、
近
時
カ
ン
ジ
ン
ス
キ
ー
の
主
張
す
る
が
如
き
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
二

ズ
ム
が
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
力
学
的
成
形
心
理
が
あ
り
、
其
の
奥
に
純
粋
な
表

現
衝
動
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
而
し
て
勿
論
表
現
衝
動
は

絵
画
の
根
元
な
の
で
あ
り
ま
す
⑧。

　

萬
は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
「
力
学
的
成
形
心
理
」（
行
動
的
、
心
理
的
な
事
象

は
心
的
機
能
の
結
果
に
あ
る
＝
「
純
粋
な
表
現
衝
動
」）
と
内
面
を
表
出
す
る
と
い
う

南
画
の
画
法
に
は
通
じ
る
思
想
が
あ
る
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
著
書
『
谷
文
晁
』

の
冒
頭
で
、「
東
洋
畫
を
按
ず
る
に
、
そ
の
内
容
は
或
る
種
類
の
表
現
主
義
、
そ
の
手

段
と
し
て
は
構
成
主
義
で
あ
る
」と
主
張
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

大
正
七
年
頃
の
作
品
群
に
、
東
西
の
様
々
な
美
術
様
式
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
も
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　

先
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
萬
は
、
表
現
主
義
な
ど
の
西
洋
の
前
衛
的
な

絵
画
表
現
に
目
を
向
け
る
と
同
時
に
、
南
画
や
東
洋
絵
画
と
い
っ
た
東
洋
の
伝
統
的
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二

な
理
論
、
絵
画
表
現
に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
洋
画
家
の
姿
勢

は
、
梅
原
龍
三
郎
（
一
八
八
八
〜
一
九
八
六
）
や
安
井
曾
太
郎
（
一
八
八
八
〜
一
九

五
五
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
当
時
の
日
本
洋
画
界
に
お
い
て
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
萬
は
、「
古
典
回
顧
」
と
も
い
え
る
「
東
洋
回
帰
」
す
る
日
本
洋
画
界
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　

東
洋
回
顧
の
傾
向
は
勿
論
相
当
に
根
拠
あ
る
に
は
相
違
な
か
ろ
う
。
自
分
の

考
え
る
処
で
は
、
回
顧
の
範
囲
に
於
て
研
究
さ
れ
る
時
に
於
て
の
み
収
穫
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
復
帰
に
至
る
事
は
必
ず
し
も
価
値
あ
る
も
の
だ
ろ
う
と
は
思

っ
て
居
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
例
え
ば
東
洋
画
に
於
て
最
も
重
要
な
る
要
素
で

あ
る
処
の
筆
と
墨
の
用
法
に
於
い
て
到
底
古
人
の
域
に
達
し
又
そ
れ
を
凌
駕
す

る
と
い
う
様
な
事
は
到
底
今
の
人
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
今
の
人

が
古
人
に
劣
る
か
ら
で
は
決
し
て
な
い
。
時
代
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
の
で
あ
ろ

う
と
思
う
の
で
あ
る
。
或
は
又
よ
し
そ
れ
が
出
来
た
と
し
た
処
で
そ
れ
丈
で
今

人
の
芸
術
を
打
立
て
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
に
於
て
多
大
の
疑
い

が
あ
る
。

　

水
墨
と
い
う
も
の
は
写
実
に
適
せ
ず
、
そ
の
点
が
却
っ
て
超
写
実
に
よ
く
、

物
を
写
さ
ず
象
徴
的
に
表
現
す
る
様
に
発
達
し
た
処
に
一
特
色
あ
る
境
地
を
得

た
も
の
で
あ
る
。
…
…
近
頃
洋
風
画
を
捨
て
て
日
本
画
に
帰
る
人
は
相
応
に
あ

る
様
で
あ
る
が
、
又
洋
風
画
に
逆
転
し
て
来
る
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
。
日
本
画

に
移
っ
て
み
て
初
め
て
洋
風
画
の
組
織
あ
る
広
き
感
情
に
相
応
す
る
事
が
出
来

る
事
を
知
る
様
に
な
ろ
う
。
東
洋
回
帰
が
唱
え
ら
れ
る
一
方
、
又
油
絵
が
日
本

人
の
仕
事
の
上
に
本
当
に
根
を
下
し
世
界
共
通
す
る
処
の
技
術
と
し
て
杭
る
事

の
出
来
な
い
根
拠
を
据
え
る
で
あ
ろ
う
事
は
疑
い
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
東
洋
画
の
研
究
は
、
洋
風
画
家
を
益
し
此
処
に
相
応
に
独
創
あ
る
境
地

に
立
っ
て
仕
事
に
従
う
人
が
出
来
て
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
が
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
⑨。

　

萬
は
、「
東
洋
回
帰
」
を
め
ぐ
っ
て
古
典
的
な
技
法
が
復
興
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

悲
観
的
に
捉
え
、
あ
く
ま
で
洋
画
家
と
し
て
美
術
界
に
立
脚
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
確
か
に
、
萬
の
画
業
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
南
画
や
東
洋
絵
画
へ
の
研
究

に
集
中
し
た
時
期
か
ら
、
晩
年
に
は
再
び
洋
画
作
品
に
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
萬
が
、

綿
密
な
南
画
論
を
展
開
し
な
が
ら
も
、
真
の
意
味
で
の
南
画
（
文
人
画
）
家
の
よ
う

な
立
ち
振
る
舞
い
は
し
な
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
近
代
に
生
き
る
洋
画
家
と
し
て
の
姿
勢
を
誇
示
し
た
か
っ
た

の
で
あ
る
。
加
え
て
注
視
し
た
い
の
が
、
萬
鐵
五
郎
と
い
う
画
家
に
あ
っ
て
は
、
日

本
人
と
い
う
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
て
、
南
画
の
画
法
を
提
示
し
た
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
洋
画
を
基
盤
と
し
た
自
身
の
芸
術
の
独
自
性
あ
る
い
は
日
本
洋
画
の
革
新

を
目
指
し
て
、
南
画
の
絵
画
表
現
を
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
た
。
そ
の
傍
証
に
、

《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
を
は
じ
め
と
す
る
大
正
七
年
頃
の
作
品
に
は
、新
た
な

絵
画
表
現
を
模
索
し
、
実
験
す
る
萬
の
姿
勢
が
見
え
、
南
画
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
フ
ォ

ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
表
現
主
義
と
い
っ
た
様
々
な
美
術
様
式
が
作
品
に
加
味
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
陰
里
氏
が「
大
正
七
年
あ
る
い
は
八
年
と
推
定
さ
れ
る
作
品
に
は
、

色
濃
く
絵
画
思
考
の
苦
悩
の
影
が
落
と
さ
れ
て
い
る
。
西
欧
の
科
学
的
な
理
論
性
を

も
っ
た
造
形
表
現
に
正
面
か
ら
対
決
を
挑
み
、
そ
れ
を
超
克
せ
ん
と
す
る
苦
悩
で
あ

っ
た
⑩。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
正
七
年
頃
に
お
け
る
萬
の
画
業
に
は
、
複
雑
な
芸
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術
の
諸
相
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

中
谷
伸
生
氏
が
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
抵
抗
―
一
九
一
七
年
・
一
八
年
の
萬
鐵
五
郎
⑪」

の
な
か
で
、《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》
の
暗
色
を
用
い
た
色
彩
表
現
に
つ
い
て
、

当
時
の
日
本
洋
画
界
か
ら
の
受
容
は
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
と
記
し
た
よ
う
に
、
萬
の
南

画
表
現
に
関
し
て
も
、
日
本
美
術
界
の
気
運
を
大
い
に
受
け
た
こ
と
に
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
萬
の
画
業
に
お
け
る
晩
年
、
日
本
帝
国
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
官
展

に
お
い
て
、
作
品
の
題
材
や
技
法
に
「
地
方
色
」
や
「
郷
土
色
」
を
表
出
す
る
こ
と

で
、
個
々
の
差
異
化
を
図
っ
た
。
従
っ
て
、
当
時
の
日
本
洋
画
界
に
お
い
て
は
、
日

本
（
東
ア
ジ
ア
）
に
お
け
る
洋
画
の
独
自
性
の
追
求
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
た
。
つ

ま
り
、「
必
然
的
に
『
日
本
ら
し
さ
』
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
自
問
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
⑫」に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
萬
の
南
画
制
作
は
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
萬
の
南
画
表
現
は
、
単
な
る
「
東
洋
回
帰
」
の
帰
結
と
い
う
時
代
背
景

に
よ
る
解
釈
で
結
論
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
は
、
南
画
の
画
法
と
西
洋

の
美
術
様
式
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
、
単
な
る
西
洋
の
追
随
、
西
洋
の
美
術
様
式
の

日
本
的
表
現
と
い
う
解
釈
に
留
ま
る
も
の
で
も
な
い
。《
木
の
間
か
ら
見
下
し
た
町
》

を
は
じ
め
と
す
る
大
正
七
年
頃
の
作
品
群
に
は
、様
々
な
実
験
の
成
果
が
見
て
取
れ
、

画
面
か
ら
は
、
南
画
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
表
現
主
義
と
い
っ
た
あ

ら
ゆ
る
美
術
様
式
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
美
術
様
式
は
、
萬
芸
術

の
な
か
で
、
引
き
継
が
れ
、
成
熟
し
深
化
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、《
木
の
間
か
ら
見

下
し
た
町
》
が
、
南
画
の
内
面
を
表
出
す
る
画
法
の
上
に
描
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘

し
、
ま
た
、
内
面
の
表
出
と
い
う
点
で
、
南
画
と
西
洋
の
表
現
主
義
的
絵
画
に
萬
が

共
通
点
を
見
出
し
て
い
る
、
と
い
う
報
告
の
み
を
行
っ
た
。
今
後
、
大
正
七
年
頃
を

境
に
、
萬
の
南
画
表
現
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
萬
芸
術
の
真
価
を
検
証

し
て
い
き
た
い
。

注①　

原
精
一
、
小
倉
忠
夫
（
対
談
）「
萬
鐵
五
郎　

土
着
し
た
表
現
主
義
の
先
駆
」『
美
術

手
帖
』
第
二
〇
九
号
、
美
術
出
版
社
、
一
九
六
二
年
、
一
一
六
頁
。

②　

中
谷
伸
生
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
抵
抗
―
一
九
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七
年
・
一
八
年
の
萬
鐵
五
郎
」『
研
究

論
集
』
三
号
、
三
重
県
立
美
術
館
、
一
九
九
一
年
、http://w

w
w
.bunka.pref.m

ie.

lg.jp/art-m
useum

/study/study03/kenkyu3-kyubusum
u.htm

（
確
認
日
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二
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日
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萬
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五
郎
「
自
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の
出
品
畫
雑
感
」『
鉄
人
画
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八

五
年
、
七
五
頁
。

④　

中
谷
伸
生
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
抵
抗
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一
九
一
七
年
・
一
八
年
の
萬
鐵
五
郎
」
前
掲

書
②
。
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土
方
定
一
「
萬
鐵
五
郎
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」『
三
彩
』
五
四
号
、
日
本
美
術
出
版
、
一
九
六
二
年

二
二

－

二
三
頁
。
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萬
鐵
五
郎
「
本
間
氏
の
白
龍
論
及
び
南
画
に
就
い
て
」
前
掲
書
③
、
二
〇
八

－

二
〇

九
頁
。

⑦　

有
川
幾
夫
「
萬
鐵
五
郎
と
表
現
主
義
」『
生
誕
百
年
記
念　

萬
鐵
五
郎
展
』　

三
重
県

立
美
術
館
、
一
九
八
五
年
。

⑧　

萬
鐵
五
郎
「
本
間
氏
の
白
龍
論
及
び
南
画
に
就
い
て
」
前
掲
書
③
、
二
一
四

－

二
一

五
頁
。
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⑨　

萬
鐵
五
郎
「
東
洋
復
帰
問
題
の
帰
趨
」
前
掲
書
③
、
七
三

－

七
四
頁
。

⑩　

陰
里
鉄
郎
「
萬
鐵
五
郎
（
三
）
―
生
涯
と
芸
術
―
」『
美
術
研
究
』
二
六
二
号
、

株
式
会
社
便
利
堂
、
一
九
六
九
年
、
二
一
七
頁
。

⑪　

中
谷
伸
生
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
抵
抗
―
一
九
一
七
年
・
一
八
年
の
萬
鐵
五
郎
」
前
掲

書
②
。

⑫　

名
方
陽
子
「
萬
鐵
五
郎
に
よ
る
南
画
研
究
―
大
正
一
五
年
を
中
心
に
―
」『
デ
ア

ル
テ
』
第
二
〇
号
、
財
団
法
人
西
日
本
文
化
協
会
、
二
〇
〇
四
年
、
三
四
二
頁
。
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【図 6】ジョルジュ・ブラック
　《レスタックの家》（1908年）

【図 5】《かなきり声の風景》（1918年）

【図 4】《木の間風景》（1918年）

【図 3】《木の間よりの風景》（1918年）

【図 2】《木の間から見下した町》（1918年）【図 1】《日傘のひと》（1922年）
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【図10】《構図》（1914年頃）【図 9】ワシリー・カンディンスキー
　《小さな喜び》（1913年）

【図 8】《木陰の村》（1918年）

【図 7】浦上玉堂《東雲篩雪図》
　（19世紀初頭）


